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来
年
の
夏
完
成
を
め
ざ
し
て

発

Wy--務
庁
舎
建
設
起
工
式
は
、
十
一
月
十
滋
U
H
午
前
十
一
時
時
か
ら
、
関
係
翁
を
甜
pe
め
て
、

j
ム

マ
・
:
務
庁
舎
前
胤
胤
践
で
害
容
や
か
に
行
な
お
れ
ま
し
た
。
こ
の
誌
は
、
秋
晴
れ
の
圏
構
…
つ
な
i
A

γ:い
好
災
後
wh
恵
ま
れ
、
き
な
が
ら
胸
骨
緩
す
る
本
町
企
部
途
を
認
箔
ず
る
か
の
よ
う
で
:
ム

v
iし
た
@
本
号
で
は
、
務
庁
舎
泌
総
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
む
額
獲
安
お
知
ら
せ
し
ま
す

i
A

行

本
町
の
捕
縄
荻
的
役
場
回
一
位
騨
陣

嚇
は
‘
簿
一
了
沼
十
一
一
一
番
十
一
努

叫
に
あ
争
、
そ
の
時
越
線
は
約
六
可
制

胴
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
延
べ

甲
密
縫
欲
的
利
九
蕊
平
方
j

l
ト
ル

聞
で
す
が
、
こ
の
う
ち
会
議
窪
、

問
幾
縄
県
脱
出
申
書
.
刻
下
、
待
合
察
、

軍
事
臨
時
、
童
画
臨
時
、
食
惨
な
ど
を
数

時
く
と
‘
官
精
油
相
山
脇
・
初
心
し
て
崎
出
用
し

吋
い
て
い
る
磁
波
紋
仙
抑
留
百
二
十
平

静
万
メ
ー
ト
ル
で
す
を

州
市
本
庁
に
勤
務
し
て
い
る
級
協
周
は

例
約
二
玄
人
で
す
の
で
、
絞
自
民
一

即V

人
為
た
れ
ツ
の
事
務
室
む
間
出
謹
慣
は

哨
‘
二
・
二
乎
方
j

l
ト
ル
と
い

例

う
ζ

と
に
な
静
ま
す
。

ー
こ
の
数
字
か
ら
も
わ
か
ち
ま
す

，""'""'"岡山山、日柏、

納貌のおねがい

よ
う
に
、
叙
当
然
還
し
て
つ
る

と
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

本
町
は
、
と
れ
か
ら
ま
ナ
ま

十
人
誌
が
機
加
し
‘
続
発
の
数

も
入
門
同
級
加
に
比
割
問
し
て
場
て

い
く
と
と
は
必
然
釣
で
す
'e

現
在
の
出
H
品
目
は
昭
和
相
中
ハ
勾

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
策
担
制

の
延
べ
描
閥
糊
横
山
M
S
百
三
+
平
方

j

i
ト
ル
で
し
た
u

そ
の
後
数
回
に
わ
た
る
楢
?
改

築
む
結
果
現
夜
に
凝
っ
て
い
る

わ
け
で
す
が
司
仲
廿
臨
州
本
位
の
セ

y
タ
ー
で
あ
る
べ
き
一
役
場
が
、

蜘
四
日
に
住
民
を
立
た
せ
て
拙
持
た

せ
る
状
偶
蹄
は
‘
好
ま
し
い
柑
慌
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ν

【写真は新庁舎完成予懇話調】住民サ日ピスを主緩とした霊堂討がなされている

繍新約なげす懇です。我係予防のY':，-，j(Nである手賀浴的合主患にあ久そのな

がるはすばらしし敷地内は臣当然林をさ主かした緑地帯もま議られます。

袋
線
に
来
容
が
あ
っ
て
も
応
援

総
も
な
い
現
状
で
す
か
ら
、
部
叫

し
芦
が
飽
の
齢
制
盟
胤
v
h
翻
聞
こ
え
て

事
務
総
務
が
低
下
す
る
こ
と
は

世
智
治
ま
分
ん
。

ま
た
、
帝
京
容
が
二
、
一
一
一
人
総
長

の
杭
の
ま
わ

p
に
み
え
る
と
、

転
員
は
遜
争
多
奪
も
で
き
な
い

各
り
事
ま
で
す
。
灘
裂
の
庁
舎

は
、
と
の
よ
ぎ
に
狭
い
ば
か

p

で
な
く
次
め
よ
う
な
不
伎
役
か

と
っ
て
お
り
ま
す
。

A
V
R
潤
酷
賦
す
る
本
町
時
級
資
増
加

に
対
処
で
き
な
い
φ

。
瑚
剖
夜
む
庁
舎
敷
地
で
絞
殺
綴

す
る
湯
浅
が
な
い
。

A
V
事
務
総
務
が
低
下
せ
ざ
る
を

織
な
い
。

A
V
出
揖
効
率
の
増
如
酬
に
件
い
、
都
帆

詰
員
の
通
勤
車
を
抽
捕
に
移
し
た

ぐ
ら
い
て
は
、
米
内
庁
品
輔
の
敬

療
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ

め
よ
う
な
状
態
か
ち
し
て
お

動
車
が
タ

i
yす
る
こ
と
が

で
き
な
い
"

A
V
便
鴨
川
や
綴
端
部
し
携
な
ど
が
小

一
熊
楠
倒
の
た
め
も
衛
島
一
管
漢
の

緩
か
ら
よ
く
な
い
?

。
女
子
の
官
民
次
申
舗
に
も
務
欠
く

あ
聖
書
室
匂
あ
る
g

。
務
総
指
滋
材
開
が
で
き
な
い
。

。
仲
間
災
す
i
ど
見
の
た
め
の
滋

口
一
本
化
に
よ
る
事
務
教
務

な
ど
が
で
き
な
い
。

以
上
い
く
ウ
か
の
不
使
、
不

合
殺
の
あ
り
さ
ま
を
述
べ
て
み

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も

最
盛
綴
度
の
際
機
‘
行
数
々

γ

タ
4

・55e
と
し
て
の
持
つ
べ
き
機
認

を
潟
殺
し
た
に
す
ぎ
ず
、
時
措
方

公
務
縄
民
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

絞
員
串
厚
生
数
綴
な
ど
は
緩
む

4
〈
も
な
く
、
事
ら
院
は
、
住

蹴均す
i
ピ
見
も
い
き
と
ど
か
な

い
わ
け
で
あ
9
ま
?
。

と
の
上
う
な
淡
淡
か
ら
、
庁

舎
を
諸
制
慾
す
る
こ
と
に
腕
踏
み
切

っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
母
庁
舎

数
織
の
選
織
に
あ
た
っ
て
段
、

次
の
よ
う
な
諸
点
安
十
分
に
考

悲
し
て
い
く
づ
か
の
後
愉
閣
議
を

る
げ
滋
樹
闘
に
は
い
予
ま
し
た
，

m
w
A
ん
胤
嶋
市
町
村
が
、
庁
舎
数
数

mv
選
定
に
あ
た
っ
て
帆
研
修
を

お
と
し
て
い
る
培
安
み
て
、

位
陣
内
線
織
を
制
料
品
揮
し
な
い
た

め
に
も
、
現
在
の
~
庁
舎
に
祭

も
近
い
位
置
に
、
約
一
一
一
千
相
時

の
敷
地
点
乞
緩
却
時
ナ
る
こ
と
。

め
終
肢
の
務
部
開
織
な
逃
け
る
こ

〉
い
。

品
切
柏
崎
砧
棋
の
田
知
震
に
寄
与
守
昔
、

か
っ
、
県
道
に
近
い
こ
色
。

m
w
そ
の
叫
附
近
が
閥
開
発
さ
れ
て
も

十
分
に
対
応
で
き
る
土
絡
を

お
す
る
と
主
。

①
で
き
得
れ
ば
行
政
セ
Y
タ
i

と
し
て
の
笈
公
庁
蜘
問
中
い
ま
と

め
た
い
.

品
昭
輔
姉
畿
の
内
庁
舎
よ
告
も
山
県
mv
カ

に
敷
地
を
求
ゐ
る
こ
と
。

品
山
品
砲
の
市
町
村
と
の
淡
絡
に
附
田

制
刊
で
あ
る
に
k
o

品
明
後
陣
内
的
炎
遜
の
割
引
疫
を
閉
崩
れ

る
よ
う
な
位
陣
障
で
令
指
る
こ
と

①
で
き
得
れ
ば
本
町
の
象
徴
で

あ
る
手
掛
政
鴇
閣
の
ム
日
仙
端
で
あ
る

P
M
》
句
。

相w比
劫
帆
的
に
泌
総
の
出
品
い
と
こ

ろ
で
あ
る
と
と
ω

③
地
主
の
数
が
少
な
け
れ
ば
少

役
場
移
転
は
来
年
十
月
一
話

市
出
る
八
月

γ
一
震
に
招
集
し

た
対
機
会
芳
一
一
一
題
曲
捕
時
会
に
お

い
て
‘
我
孫
子
和
町
役
務
の
依
榔
慨

を
変
更
す
る
糸
銭
安
幾
出
脅
し
、

大
多
象
的
淡
泌
を
得
ξ
出
掛
東
ど

お
9
可
決
議
定
し
ま
し
た
そ

の
条
例
mu
内
容
は
次
の
と
お
9

で
す
。

曹

v
貌
孫
子
蜘
吋
柚
税
務
の
佼
鐙
を
変

殺
す
る
A
R
制問

議
方
自
治
法
(
間
相
和
二
十
吋
…

年
仲
間
祭
芳
六
十
七
品
管
」
狩
附
悶
糸

芳
一
演
出
り
山
総
m
w
h
議
づ
き
‘
我

相
時
唱
す
対
拙
税
務
の
位
置
を
次
の
よ

う
に
遂
更
す
る
。

設
孫
子
狩
設
孫
子
一
、
八
一
品
人

番
地協
開
削
削

と
丹
条
例
は
、
田
昭
和
問
問
十
一
一
一

年
十
万
一
日
か
ら
銀
行
す
る
。

こ
君
臨
融
会
に
お
け
る
鉛
鰭
議

員
は
コ
十
…
名
門
期
尚
窓
議
員
数

一
…
十
九
名
』
て
探
決
mw
品縮融市

は
紫
成
一
一
十
名
、
反
対
一
名
明
、

地
方
自
治
法
分
間
関
幾
分
ぷ
夜
間
V

規
定
に
よ
る
出
制
緩
議
員
の
一
一
一
分

均
一
一
以
上
山
口
伸
機
総
践
の
附
同
意
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
.

た
お
新
し
い
役
場
の
数
総

百
回
融
慣
は
三
千
百
六
十
日
…
絡
で
、

地
主
主
は
開
制
限
掛
川
湾
民
主
犬
家
豊

作
氏
で
す
と
の
土
議
mu
総
代

ふ
み
滋
畿
地
縫
綿
入
費
な
ど
は
次

の
と
お

F
で
す
。

。
凋
領
茂
男
氏
時
分

数
地
潟
地
棋
は
こ
千
五
百
揮
で

う
ち
二
千
線
以
繁
貸
借
で
級
品
仏

法
制
庁
あ
た
り
月
十
ゐ
一
回
り
で
す
。

こ
の
主
地
の
主
総
批
制
緩
機
購
入

殺
は
誇
あ
た
り
一
万
川
円
で
ニ
千

万
間
内
と
な
や
・
支
払
方
法
は
mm

利
関
十
一
一
年
度
か
ら
限
移
約
十

な
い
滋
ど
よ
い
。
〈
受
診
が

容
易
で
あ
る
こ
と
。
〉

以
上
の
組
組
ぷ
な
つ
ぶ
惑
に
検

討
し
た
帥
抑
制
獄
、
新
内
庁
舎
の
役
震

は
、
新
庁
舎
建
設
対
策
特
別
祭

鴇
円
余
の
審
議
を
緩
て
議
会
の
本

会
議
に
か
け
ら
れ
、
大
多
数
の

一
焚
時
棋
を
舘
内
て
税
加
開
予
狩
我
孫
子

一
、
八
五
八
番
地
(
一
p
nり
阪
を

ど
段
下
き
い
〉
主
定
め
ら
れ
ま

し
た
e

な
お
も
町
描
融
会
の
務
庁

舎
建
設
対
策
特
別
哨
駅
員
会
は
明
暗

殺
回
十
都
ふ
ん
鈎
月
二
十
八
日
に
十

二
人
の
神
班
長
を
も
っ
て
設
置
事

品
供
、
以
来
今
日
ま
で
十
八
聞
の

会
議
を
鴎
昔
、
山
静
掛
識
な
る
拙
削
資

証
明
党
、
務
鶴
間
安
行
な
っ
た
総
出
木

氏
側
慨
柏
町
大
多
数
時
一
賛
荻
で
衛
庁

A

僚
の
設
援
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
役
後
は
、
利
払
噛
殺
の

利
便
に
綾
子
の
緩
い
淑
は
あ
争
ま

す
が
、
今
後
合
理
的
師
団
梢
の
訟
指
協

に
よ
れ
ツ
、
パ
ス
む
遂
行
凶
数
令

開
凶
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
解
決

し
て
い
く
考
え
で
ず
。

小
品
第
十
二
月
末
日
ま
で
の
師
悶
か

年
に
各
年
五
百
万
m
閃
づ
っ
支
払

い
ま
す
。
時
間
容
の
滋
叩
闘
柑
即
時
U
E耳

町
出
市
川
が
怒
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

ふ
ん
地
二
百
一
一
…
十
問
問
符
主
交
娩
し

ま
す
。
な
お
、
土
地
鐙
泌
総
隊

入
寮
の
分
割
払
い
に
よ
る
金
利

お
よ
吋
V
W
品
水
晶
同
線
愉
開
設
約
の
か

わ
告
と
し
て
、
中
央
公
用
再
抽
臨
時
間

誕
の
符
十
骨
地
二
百
六
十
柑
付
金
総

支
に
相
提
供
し
ま
す
e

A
V
大
催
都
幾
枇
げ
廷
の
分

鮎
航
機
筋
裁
は
六
百
六
十
二
線

で
す
e

賃
貸
借
で
総
代
は
伴
あ

た
争
月
十
二
月
、
ま
れ
h
.

と
の

土
総
mw
畿
地
機
織
λ
耕
民
神
仙
坪
あ

た
れ
ソ
一
万
円
で
六
官
民
六
十
二
万

悶
と
な
争
ま
す
。

主
体
工
事
費
は
一
七
、
草
案
。
方
向

中
筑
る
十
一
月
十
認
に
招
集
寄

れ
た
町
議
会
片
岡
間
間
関
附
隣
臨
吋
会
に

お
い
て
、
庁
品
開
総
数
T
山市明暗閥負

契
約
A
U

務
総
お
よ
び
緩
和
相
図
十

二
彩
後
…
品
説
会
計
補
正
予
算
ハ

狩一一一等
)
O
-
一
品
開
業
が
援
悩
州
事

れ
そ
の
饗
組
磁
器
障
浴
お
よ
び
絞
間
対

は
次
の
と
お
争
守
ナ
。

本
輸
臨
時
会
の
回
開
会
に
先
裁
っ

て
議
員
全
体
協
議
会
者
欄
聞
き
、

議
案
。
務
紛
糾
酬
勝
争
同
行
な
い
、

こ
れ
に
つ
い
て
由
協
議
を
し
た

の
ち
に
宇
都
会
議
を
閉
会
し
ま
し

た
ν
会
裁
を
十
日
か
ら
と
持
機

と
定
め
た
あ
ど
a

組
綱
相
撒
よ
畿
に

縫
い
て
楠
持
出
熱
線
践
の
説
明
が
畠

り
、
・
た
だ
ち
に
庁
舎
建
設
対
策

特
約
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
u

問
問
位
付
制
腕
委
員
会
山
林
、
十
昨
日

・
十
一
底
的
剖
間
関
に
わ
た
号
絞

議
緩
織
な
な
し
、
採
決
の
民
同
条

樹
郎
総
ど
お
れ
ツ
可
決
確
定
し
、
十

一
詩
的
本
企
畠
識
に
お
い
て
特
別

委
員
会
に
お
け
る
務
滋
後
溺
お

よ
び
綴
巡
の
竣
災
発
紺
報
告
が
行

だ
わ
れ
終
決
の
終
呆
は
大
多
数

の
賛
成
を
得
て
委
員
炎
毅
品
開
時

と
お
h
J
濠
祭
ど
お
り
時
淡
磁
怒

を
み
ま
し
た
ω

令
制
明
利
関
十
時
一
集
・
度
一
般
会
計

総
蕊
予
算
の
拘
容
〈
芳
一
一
一
努
H

雲
宵
建
設
事
嘩
滞
緩
め
護
〉

継
続
幾
組
問
滋

内総対応
Amv

総
額
一
六
、

0
0
0万関川

必
年
同
問
、

0
0
0万世川

何
時
年
二
一
、

0
0
0万
円

{
補
正
後
)

総
額
二
七
、

0
0
0万
阿

川
知
年
一
品
、

0
0
0万田川

紛
娘
二
一
、

0
0
0万
m
問

例
年
一
二
、

0
0
0方
m
内

債
務
負
担
芦
打
H

為

事
業
名
庁
舎
建
設
事
業

側
期
開
問
緩
和
四
十
三
年
度

t

間
昭
和
問
十
}
為
等
淡

限
度
額
二
、
二
八
ス
万
閉
村

ハ
内
訳
〉

念
品
瑚
畿
地
機
購
掛
入
曲
賞

一
、
六
六
二
万
聞
け

設
計
総
加
盟
可
後
組
問
副
将

ムハ吋一ハ〉万同月

A
V
庁
舎
建
設
ヱ
事
務
岳
民
契
約
総

館
に
つ
い
て
の
鐙
終
的
W

地内容

契
約
の
品
対
象

激
派
予
防
庁
舎
新
築
工
事

鉄
筋
コ

Y
ク

F
I
ト
滋
り

行
法
棟
一
一
一
二
七
プ
八
州

議
察
慾
}
ゴ
一
七
・
八
一
即

波
守
綴
下
一
一
八
・
開
問
料

合
計
開
問
、
一
一
二
八

-
O
M

契
約
金
綴

…
匂
‘
一
品
蕊
O
万
円

備
制
限

緩
和
白
十
日
一
一
年
七
月
三
十
日

契
約
め
抑
制
手
方

官民滋樹齢
4
1
代
岡
町
民
待
相
同
議
沼

町
二
J
E九
番
地

木
箆
時
措
祭
母
体
式
余
後

取
締
役
社
説
探
求
問
徐
太
お

541 
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暖
房
器
具
の
安
全
な

使
い
方
な
ど
同
日
擦

γ
:年
々
火
災
に
よ
h

ツ
尊
い
生
命
と
ば
く
火
な
財
産
を
失
な
っ
て
い
ま
i
A

V
:
ナ
が
、
と
れ
か
ら
の
火
災
擬
安
ま
え
に
、
数
母
火
災
予
妨
逐
診
を
6

A

V
・
:
実
施
し
て
、
常
災
の
俊
輔
揮
に
い
っ
そ
う
貯
火
災
予
附
仰
に
対
す
る
窓
i
A

w
v
;
綴
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
な
む
れ
ま
す
。

!
:
-
z
i
-
-
i
A

‘剛 一一ーー一一びあ華霊日一一一一一… 併E主綴郵便物創刊〉←一一一一一一…一一一一一広

火災{字数損害警5年間の比車交

亡コ法務!:M.

Z認手記章曹
5事

12月2自まで火災予防運動

「
品
執
む
火
災
予
時
間
渓
融
制
い
が

十
…
晃
一
一
十
六
詞
か
ら
十
一
一
月

一
一
お
ま
で
の
…
綴
隅
凶
行
な
わ
れ

ま
す
。と
の
哨
躍
動
で
凶
弘
、
こ
れ
か
ら

多
い
火
災
薬
品
拭
を
前
に
皆
さ
ま

に
火
災
学
鈴
に
品
用
品
，
る
間
部
蛸
簡
を

深
く
認
設
し
て
い
た
だ
き
‘
一

人
叩
人
が
い
つ
も
火
の
元
に
つ

い
て
丹
後
端
掛
金
十
分
注
意
し
て

い
た
だ
く
と
主
役
籍
制
慨
に
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
@

ζ

れ
か
ら
は
、
空
気
も
ま
ず

ま
ず
乾
燥
し
、
時
閣
い
風
も
吹
く

の
で
、
-
出
品
火
災
に
な
る
主
火

の
ま
わ
9
が
日
ナ
く
、
大
火
に
な

る
む
と
が
お
世
ま
す
。

「
わ
た
く
し
の
蜘
棋
に
盟
問
っ
て

火
事
に
な
る
と
主
は
な
い
い
と

だ
れ
で
も
が
考
え
て
い
る
よ
う

で
ナ
が
、
火
事
は
、
い
っ
、
ど

と
か
ら
発
生
す
る
か
わ
か
れ
ソ
ま

せ
ん
.

こ
と
し
の
諸
島
畿
で
は
、
ヅ
口
パ

y
ガ
λ

の
誉
及
に
k
も
な
っ
て

、
と
れ
ら
指
爆
発
事
故
も
禍
唱
え

て
い
る
状
滋
か
ら
‘
制
執
時
貯
閉
衛
兵

を
は
じ
あ
ブ
ロ
パ

Y
ガ
広
務
災

な
ど
の
点
検
主
正
し
い
使
い
方

と
、
こ
れ
ら
詑
よ
る
焼
死
事
故

む
惜
別
止
に
骨
組
成
品
を
お
き
、
品
邸
慨
世

輸
閉
め
火
母
一
元
点
休
明
の
叫
醐
料
刊
に
カ

暖
房
器
具
は を

い
れ
火
災
時
間
化
を
問
問
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

点
検
し
た
も
の
を

際
日
震
嗣
梅
田
両
に
は
、
ガ
見
、
お

品
樹
、
嶋
崎
融
凡
な
ど
の
ス
ト
ー
ブ
を

は
じ
ゐ
と
た
っ
、
火
ば
ち
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
ず
が
、
ヒ
れ

ら
の
縫
闘
丹
は
主
き
ど
き
手
入
れ

へ
綴
除
〉
と
ぷ
品
釈
を
し
て
安
全

に
使
い
ま
し
ょ
う
ο

と
〈
に
つ
ぎ
の
こ
と
安
撒
u
q

て
〈
だ
さ
い
。

ロ
燃
え
や
す
い
も
の
め
そ
ば
で

後
わ
な
い
。

ひ
総
菜
の
こ
わ
れ
て
い
る
も
の

は
‘
宛
企
に
枠
管
理
し
て
か
ら

後
ぅ
。

ロ
と
き
ど
き
明
器
具
の
手
入
れ
点

検
を
す
る
.

口
火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち
は
と

び
し
な
い
。

口
石
抽
出
ス
ト
ー
ブ
の
総
数
は
火

を
務
し
て
か
ら
に
ナ
る
。

ま
た
、
治
も
れ
は
よ
く
ふ
き

と
っ
て
お
く
a

口
火
を
消
し
た
ら
鐙
金
に
縫
え

た
か
を
た
し
か
め
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
内
せ
っ
て
、

例
制
附
開
柵
憾
に
し
た
が
っ
て
正
し
い

取れ
γ
数
い
も
ぽ
ず
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

燐
死
事
故
の
防
止

度
火
事
け
か
起
る
と
綴
努
徐

大
き
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に

も
ま
し
て
本
傷
、
線
部
出
常
争
放
な

ど
が
怒
る
と
大
変
で
す
。

ζ
れ
ら
の
事
裁
を
陪
仰
ぐ
た
め

に
ウ
ぎ
の
と
と
も
乞
守
q
て
〈
だ

1
2
A
W
 

2
も
wv
午
後
十
臨
時
令
拙
問
蹄
仰
の
湾
側
側
主

期
間
中
の
行
事

油
火
災
の
損
火
実
験

し
て
、
寝
ゑ
郊
に
ぶ
ら
ず
火

の
元
を
し
ら
べ
る
e

V
都
高
人
や
手
掛
納
、
時
間
人
は
、
す

ぐ
に
滋
蜘
織
で
き
る
と
と
ろ
民

寝
か
せ
る
@

wv
鉢掛酌円
μ
は
、
い
つ
も
漆
れ
る

よ
う
に
後
主
ん
し
て
お
く
。

マ
遊
戯
維
の
た
め
の
間
的
閥
的
安
用
意

し
て
お
く
。

wv
火
獲
の
と
き
は
苧
く
一
一
九

容
で
拙
倒
肋
間
へ
知
ら
せ
る
e

マ
務
火
器
、
開
用
水
な
ど
を
畿
縁

し
て
お
く
e

vい
っ
・
に
ん
外
へ
逃
げ
た
ら
牧

会
主
ち
に
級
制
却
に
も
ど
ら
な

=・
B
V
 

V
設
地
ば
り
お
く
れ
た
人
が
あ
る
と

き
は
思
く
.
開
制
揖
明
の
拙
附
鈎
隊

員
同
に
知
ら
せ
る
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
め

取
り
扱
い

鳳
棋
汲
プ
コ
パ

γ
ガ
ス
を
燃
料

主
し
て
使
っ
て
い
る
術
部
隊
は
、

年
々
増
加
し
て
お

p
ま
ナ
。

と
ん
ろ
を
は
じ
め
ふ
ろ
が
ま

エ
ト

i
ブ
な
ど
広
く
使
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ヅ
ロ
パ

Y
ガ
ス

の
間
際
及
に
主
も
な
っ
て
、
と
れ

明
、
、
火
災
予
防
附
広
報
パ
レ

i
F

口
油
火
災
な
ど
の
徽
火
災
時
制

(
午
前
十
一
時
か
ら
制
綿
花
台
日

本
絞
滋
公
開
凶
敷
地
内
で
行
な
い

ま
す
V
+
一
月
二
・
T
九
語
、
一
時
一
+
日

み
か
テ
庁
、
放
帥
閣
の
紛
火
殺
務

+
ム
一
月
一
盤
、
-
一
日

危
険
物
削
際
線
刷
所
、
加
叫
韓
民
療
の

査
察な
お
、
十
一
月
二
十
八
践
の

泌
火
災
綴
火
災
験
段
、
つ
ぎ
の

方
法
で
行
な
い
ま
す
。

v・中縫四車五
j

l
ト
h
N

出
削
穴
に
水

・
を
入
れ
、
そ
の
や
に
ガ
ソ
泊
F
Y

務
総
合
校
い
叫
ん
も
の
を
ご
っ
作

ら
の
爆
発
苓
設
や
火
災
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ヅ
将
パ
ゾ
ガ
A
の
事
款
を
紡

ぐ
た
め
、
主
く
に
、
つ
ぎ
り
ζ

と
を
守
号
ま
し
ょ
う
。

録
的
官
舎
内
な
場
所
で

・
と
ん
ろ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
お
か
な
い
。

・
間
州
通
し
を
よ
〈
し
て
お
く
9

・
ボ
y
ベ
紋
‘
必
ら
ず
屋
外
に

出
陣
き
‘
制
糊
れ
な
い
よ
事
に
し

て
お
く
。

蹴
脚
安
品
物
一
な
m
搭
異
を

-
ブ
ロ
パ
V
M
H
広
務
臨
mの
緊
具

を
使
う
。

a

ゴ
ム
後
嗣
割
け
か
い
た
ん
で
る
と

き
は
、
惨
め
に
と
h
J
か
え
る

.
ゴ
ム
餐
殺
と
の
蜘
肱
胸
鱗
却
附
に
は

必
ら
ず
串
l
A
バ
ン
ド
を
つ

け
る
@

・
と
き
ど
者
総
災
め
学
入
点
検

を
す
る
。

儀

正

し

い

使

い

カ

‘
点
火
す
る
と
曽
は
、
マ
ッ
チ

を
つ
け
て
か
ら
コ
ッ
ク
を
怠

け
る
。

-
銀
総
省
和
弘
管
制
間
開
閉
し
て
炎
を
潟

一&
v
h
鵠
閥
蛸
附
す
る
今

-
一
気
径
を
必
ら
ず
し
め
る
。

争
点
火
し
、
制
例
措
抑
慾
に
よ
り
水

噴
霧
蹴
旧
火
を
行
な
い
ま
ナ

糊

V

ブ
日
パ

γ
ガ
凡
に
よ
る
爽
殺

は
、
ポ
Y
べ
vh点
火
後
.
制
出
来

治
火
器
に
よ
る
哨
例
火
を
行
な
い

ま
す
。水品
切
に
泌
を
か
げ
て
モ
潟
、

粉
末
端
桝
火
膿
備
に
よ
る
淡
火
な
ど

を
行
な
い
ま
ー
す
の
で
多
激
見
学

下
き
る
よ
う
お
綴
い
じ
ま
す
。

山

林

火

災

本
町
師
向
券
会
災
以
、
こ
と

し
の
一
月
か
ら
十
月
ま
で
に
十

八
件
発
生
し
て
お

9
ま
す
e

こ
れ
減
、
時
昨
年
一
年
間
関
ょ
。

号信若草I誇
ポ

γ
プ
換
法
大
会

制
初
日
一
、
こ
が
後
務

絞
孫
子
駅
時
楠
問
時
抑
制
削
ポ
Y
プ
臨
時

法
大
会
が
十
万
二
十
袋
詰
設
孫

子
中
学
絞
で
、
図
録
的
約
二
務
各

が
務
相
謝
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

一
制
後
動
力
ポ
Y
プ
め
部
で
は

芳
十
問
問
分
間
〈
制
網
野
料
二
が
、

潟
齢
期
中
単
の
部
で
は
‘
芳
十
五
分

間
出
〈
紛
日
刊
じ
が
そ
れ
ぞ
れ
描
税

務
し
ま
し
た
.

こ
の
ポ
Y
プ
幾
組
問
火
会
同
体
、

緩
和
骨
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
火
災
を
議
定
し
て
、
消
防

操
法
の
添
削
闘
に
議
づ
寺
、
梢
偶
訪

用
後
補
臓
器
具
m
v
d
線
型
緩
い
及
び

鳩
掠
品
作
の
法
本
を
、
こ
申
様
祉
関
火

会
に
よ
っ
T
・
紺
柄
繍
慨
を
行
な
い
火

災
予
仲
間
の
万
余
点
官
期
す
る
も
の

で
、
実
務
的
火
災

ι附
同
じ
よ
う

育IJ

九
品
汁
も
多
〈
捌
鏑
嚇
官
僚
も
二
月
閉
口
叩

刊
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
お
争
ま
聞

す

。

川

総
務
火
災
は
、
と
れ
か
ら
機
附

加
し
ま
す
が
、
総
務
、
時
報
告
阜
な
山

ど
に
タ
バ
コ
の
火
や
、
た
お
き
び
削

な
ど
の
ち
ょ
っ
主
し
た
ネ
ル
肌
縁
側

で
間
間
後
し
ま
す
の
で
、
林
野
り
附

略
的
有
者
、
管
滋
漢
は
織
率
、
後
阿

世
間
?
な
ど
発
生
、
感
僚
の
燦
期
制
に
聞

な
る
も
の
を
き
れ
い
に
隷
殺
し
川

て

お

き

ま

し

ょ

ぅ

。

，

な
お
、
時
脱
線
・
役
す
る
嶋
明
会
は
開

火
気
仙
世
間
用
癒
を
電
吋
舗
な
μ
C
で
哨
例
州

防
線
w
h

端
組
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
削

綴

い

し

ま

ナ

。

開

…
余
い
ん
防
比
一
間

付
打
腕
欄
信
号
一
日
付
サ
イ
川
町

yu
一川

一

信

号

一

附

'
j
i
l
-
-
!
?↑
包
回
数
ー

!i一
山

ハ
噛
離
打
〉
一
約
二
一
簿

i
L
M

一
ー
ハ
短
時
戸
漆
点
)
一

-
1
2

・82
・4t
・
…
-
間

i
i
1
・
一
主
宰
ニ

一
ぷ
k
問
点
主

1
ば
J

…出

のは山村什山
t

j

t

一

約

六

秒

一

1
1斗一十七一一

…

ミ

2
/

一間

-
e
j
@
1
e
…

e
i
-
-

一z

一

/
k

一開

τ黒
色
…
一
一
点
一

J

:

3

…

と
の
締
約
】
一
約
六
秒
一
附

に
想
定
し
て
踊
同
作
げ
を
お
こ
な
い
山

そ
れ
ら
を
‘
い
ろ
い
ろ
な
角
波
川

か
ら
綴
点
し
て
優
劣
を
き
め
ま
附

す

。

間

後
輪
棋
は
つ
智
治
と
お
り
で
制

令

、

榊

A

唯
一
時
機
動
力
ぷ
シ
プ
の
部

一
位
芳
十
mm
分

閉

山

ハ
戦
時
一
V

川

二
位

Lr十
一
分
間
関
〈
糸
線
川

よ
期
開
空
間
の
一
部
)

一
一
寸
絞
珍
十
六
分
間
関
山

ハ
剖
朝
お
な
じ
削

A
V
融

制

動

車

の

期

間

間

一
品
料
品
庁
十
ザ
品
分
隊

〈制朝詩…一
v

m

一
一
位
芳
一
二
分
間
同
州

戸
跡
対
耐
w
a
}

剛

一
一
一
紋
栄
一
}
十
一
分
間
出
町

(

却

郁

凶
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闘
附
激
務
係
予
一
回
一
円
銭
円
分

小
か
ら
蜘
制
緩
ま
明
、
v

の
綴
裟
工

事
、
国
出
品
獄
後
回
開
線
附
脱
却
抑
鵠
制
緩
工

務
の
た
め
、
十
二
n
月
一
一
十
}
品
目

ま
で
、
一
…
給
率
を
体
開
き
変
通
止

は
り
に
な
り
ま
ナ
の
句
協
力
く
会

き
い
。

成
人
の
間
以感
録
文
募
集

こ
と
し
成
人
式
悲
抽
抑
え
る
鋳

ち
ん
的
占
有
国
え
を
発
表
し
て
い
た

だ
〈
た
め
.
つ
M

容
の
と
お
り
作

文
を
募
集
し
ま
す
。

路
綿
・
成
人
mw
認
を
迎
え
て

・
叫
刺
殺
縫
審
と
な
っ
て

.
割
払
の
縁
側
捌

・
そ
の
依
〔
向
同
市
開
時
総
〉

応
募
資
総
暁
年
一
万
十
五
日

昨
棋
人
公
を
註
え
る
も
の
“

同
商
品
積
脳
陣
織
問
問
ぷ
総
務
総
め
三

枚
程
度
。

J
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